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[１] 組織の概要 

（１）会社名    株式会社 渡邉 SSJ 

 

（２）代表者名   代表取締役 渡邉 和彦 

 

（３）所在地    本社  ：静岡県沼津市平沼 186-4 

 

（４）設立年月日  ２０２２年４月１日 （個人創業 平成５年） 

 

（５）資本金    ７００万円 

 

（６）事業内容   自動車部品の研掃 検査仕上げ作業 

 

（７）事業規模 

項目 単位 2022 年度 

売上高 百万円 90 

従業員数 人 ４ 

  

 

（８）環境保全関係の責任者及び担当者連絡先 

環境管理責任者  : 渡邉 和彦 

連絡先 

ＴＥＬ : 055-966-5588 

ＦＡＸ : 055-916-7917 

E-Mail ：watanabe.ssj@ca.thn.ne.jp 



 4

 

 [２]対象範囲、対象期間、推進組織、役割分担 

（１）対象範囲 

①適用する事業所 ：本社・工場 

②適用構成員 ：当社役員、従業員(派遣社員、パート含む 

③適用する活動 ：当社の事業活動全般 

 

（２）レポート対象期間 

2023 年 4 月１日～2023 年８月 31 日 

 

 

（３）推進組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）役割分担 

最高責任者 

（社長） 

環境マネジメントを計画的に実施するための内容を確認、決定する。 

① 管理責任者をはじめ必要な責任者を任命する。 

② システムの構築・運用・維持に必要な経営諸資源を準備する。 

③ 基本理念・基本方針を制定し基本的な環境目標を設定する。 

④ システムの構築・運用に関する情報を収集し、システム全体の見直しを行い、 

必要あれば改定を指示する。 

⑤ 経営の課題とチャンスの明確化 

環境管理責任者 

環境マネジメントシステムの推進・維持をする。 

① 経営資源の合理的・効果的な運用を図り、環境経営に関する委員会組織（推進 

委員会）を運営する。 

② 最高責任者による見直しのための情報として、システムの構築・運用に関する 

情報を最高責任者に提供する。 

部門責任者 
➀ 環境目標達成のための企画立案および運用 

➁ 運用状況の確認および是正対策 

 

トップマネジメント 

（代表取締役 渡邉 和彦） 

環境管理責任者 

（渡邉 和彦） 

 

本社・工場 
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[３]環境経営方針 

 

株式会社渡邉ＳＳＪ 環境方針 

基本理念 

 

株式会社渡邉ＳＳＪは、自動車部品の製造を通じて、昨今ますます重要視される「環境影響の低減」と

いう、社会的な要求に対し、今まで培ってきた生産技術の向上をもって、お応えします。 

環境配慮型経営を実践し、私たちを育てていただいた地域社会のより良い未来のための発展を後押し

すべく、企業市民としての責任を果たしてまいります。 

 
行動指針 

 
当社は、すべての事業活動が環境に何らかの影響を与えていることを認識した上で、以下の環境保全活動

を推進します。 

 

１．事業活動の全領域で、省エネルギー･省資源･リサイクルなどに配慮した活動を実施します。 

２．環境経営システムの継続的な改善を実行し、環境汚染を未然に防止できる体制を構築します。 

３．環境関連の法令や当社が参加した協定等を遵守することはもとより、自主管理基準を設けて環境管理

レベルの向上を図ります。 

４．次の項を重要事項として環境目標を設定し、見直しながら効果的な改善活動に努めます。 

（1）業務効率化を通じて燃料や電気などの使用量の削減に取組みます。 

（2）廃棄物については分別やリサイクル活動を活性化し排出量の低減を図ります。 

（3）水道使用量は適正管理に努めます。 

（3）化学物質は使用しないため、使用する場合には適正管理に努めます。 

（4）環境に配慮した製品製作に努め、お客さまからのご意見に対しては真摯に向き合い、継続的に 

改善します。 

５．環境教育･訓練、社内広報活動の実施により、全ての構成員に環境方針を周知徹底すると共に 

環境保護に関する意識を高め、社内における環境保全状況の知識･認識の向上を図ります。 

６．この環境方針は、社外の人にも公開します。 

 

 

２０２３年４月１日制定   

株式会社 渡邉 SSJ     

代表取締役 渡邉 和彦 
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[４-1] 中期環境目標 

活動対象期間中の環境目標は以下の通りである。 

 

№ 項目 

基準年度 活動対象期間目標 

2022 年度 

（2022年４月～2023年8月) 

2023 年度 

（2023 年４月～2024 年 8 月) 

—１％ 

対
象
期
間 

環
境
経
営
目
標 

1 
ＣＯ2 排出量削減 

(kg-CO2) 
10,823 10,714 

2 
電力使用量削減 

(kWh) 
14,945 14,795 

3 
ガソリン使用量削減 

(L) 
423 418 

4 
軽油使用量削減 

(L) 
1,259 1,246 

5 
廃棄物(一廃) 

排出量削減(kg) 
200 維持 

6 
水使用量 

削減(㎥) 60 維持 

７ 
環境苦情 

ゼロの維持 
苦情ゼロ 苦情ゼロ 

※化学物質は使用していないため目標管理は行わない 

※産業廃棄物は全て発注者に引渡しを行うため目標設定はしない 
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 [４-2]中期環境経営目標 

中期の環境経営目標は以下の通りである。 

 

№ 項目 

基準年度 

2022 年度 

（2022 年４月

～2023年３月) 

中期年度目標 

2023 年度

（2023 年４月

～2024 年３月) 

—１％ 

2024 年度

（2024 年４月

～2025 年３月) 

－２％ 

2025 年度 

（2025 年４月～

2026 年３月) 

－３％ 

中
期
環
境
経
営
目
標 

1 
ＣＯ2 排出量削減

(kg-CO2) 
28,261 27,978 27,695 27,413 

2 
電力使用量削減

(kWh) 
39,497 39,102 38,707 38,312 

3 
ガソリン使用量削減

(L) 
1,085 1,074 1,063 1,052 

4 
軽油使用量削減 

(L) 
3,226 3,193 3,161 3,129 

5 
廃棄物(一廃) 

排出量削減(kg) 
480 維持 

6 
水使用量 

削減(㎥) 120 維持 

7 
環境苦情 

ゼロの維持 
苦情ゼロ 当社は、環境に関わるクレーム 0 件を維持する。 

※化学物質は使用していないため目標管理は行わない 

※産業廃棄物は全て発注者に引渡しを行うため目標設定はしない 
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[５] 今年度の環境経営計画および取組状況の評価 

※化学物質は使用していない 

環境経営計画 
推進 

担当者 

実

施

者 

2023 

年度 

4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

次年度 

の取組 

① 電気使用量の維持管理 

・空調機器不要時の電源オフ 渡邉 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○        

・不要な照明の消灯 渡邉 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 
実績 ○ ○ ○ ○ ○        

・各種作業の効率化 渡邉 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 
実績 ○ ○ ○ ○ ○        

② ガソリン・軽油使用量の削減 

・アイドリングストップの徹底 渡邉 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○        

・車両のメンテナンス 渡邉 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○        

③ （一般・産業）排出量の維持・削減 

・規定の分別方法の遵守 渡邉 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○        

・マニフェスト管理の徹底 渡邉 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○        

④ 水道使用量の削減 

・節水活動の実施 渡邉 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○        

⑤ 要望・クレームへの対応 

・発生内容の分析および対策 渡邉 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○        

実施計画：●  改善できている⇒〇  悪化している⇒× 
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[５] 短期環境経営目標の達成状況とその評価（実績） 

【達成状況】 

環境経営目標項目 

2022 年度 

4～8 月 

実績 

（基準） 

2023 年度 

４～8 月 

目標 

（-1%） 

2023 年度 

4～8 月 

実績 

達成 

状況 

二酸化炭素排出量 総量（kg-CO2） 10,823 10,714 10,327 ○ 

電気使用量 量（ｋＷh） 14,945 14,795 14,164 〇 

ガソリン使用量 量（L） 423 418 407 〇 

軽油使用量 量（L） 1,259 1,246 1,216 〇 

一般廃棄物排出量 量（kg） 200 維持 200 〇 

水使用量 量（m3） 60 維持 60 ○ 

クレーム件数 件数 ０ ０ ０ ○ 

※購入電力の排出係数は、東京電力エナジーパートナーの（調整後）０.4４1ｋｇ-ＣＯ2/ｋWｈを使用。  

【総評】 

・二酸化炭素排出量 

昨年同期比の製作工程手順の継続的な見直しによって二酸化炭素排出量は減少。 

・燃料 

移動効率の向上によって出荷件数も減少、比例して燃料使用量も減少となった。 

・電力使用量 

 製作工程手順の継続的な見直しによって不良流出量も低下、結果的に電力使用量は減少となった。 

・一般廃棄物 

一版廃棄物は持ち込み対応しているので定量の維持目標となっている。 

・水道使用量 

水道については使用量の把握や適正管理を実施しており、特に問題はない。 

・クレームの発生 

当社の利害関係者からの苦情やクレームは発生していない。 

 

・次年度の活動 

エコアクション２１の活動について効果的に運用できているため活動を継続する 
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［７］環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

(１)環境関連法規制の遵守・訴訟等の有無 

環境関連法規制の遵守状況を確認した結果、違反は無かった。 

関係機関等からの指摘や苦情くわえて訴訟等も同様に無かった。 

 

 (２)当社が適用される主な環境関連法規制等 

確認日：２０２３年 9 月１２日 

確認者：環境管理責任者     

 

名称 当社の現状 要求事項 法律変更 評価 

フロン排出抑制法 
業務用エアコン・コンプ

レッサー 
３か月毎にエアコンの自主点検を実施する 無 ◎ 

下水道法 下水への排水 適正な排水処理を行う 無 ◎ 

騒音規制法 

 

静岡県生活環境の

保全等に関する条例 

コンプレッサーの使用 加工時間帯の遵守 無 ◎ 

振動規制法 

 

静岡県生活環境の

保全等に関する条例 

コンプレッサーの使用 加工時間帯の遵守 無 ◎ 

廃棄物処理法 

 

静岡県産業廃棄物

の適正な処理に関す

る条例 

産業廃棄物は全て発注者

に引渡しを行うため該当

しないが、発生した場合

には右記対応を行う。 

 

一般廃棄物有り。 

事務所から排出された一

般廃棄物は、集積所に運

搬。 

①産廃業者等との委託契約書締結 

②産業廃棄物業者の許可証有効期限 

③廃棄物置場の適正保管(表示看板設置) 

④マニフェストの発行・返却・保管 

⑤マニュフェストの行政報告(年１回) 

⑥1 回/年以上の頻度で委託業者の現地視察 

⑦廃棄物の適正処理 

⑧水銀使用製品廃棄物の適正管理 

 

- - 

消防法 消火器の適正管理 消火器の点検 無 ◎ 
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［８］環境上の緊急事態への準備及び対応 

当社の緊急事態は火災の発生を特定した。 

毎年 9 月に対応訓練および、テストを実施し対応を図る。 

 

 

 

                     

緊急事態対応手順 

対 応 手 順

（緩和手順

を含む） 

① 発見者は，大声で近くの社員に知らせ，設置の消火器で「初期消火」を行う。 

② ストーブは原則禁止だが、何らかの火気を使用している場合は，それを遠ざける。 

③ 周辺で動力を使用している場合は，その電源を遮断する。 

④ 管理責任者／社長へ連絡し，その指示を受ける。 

⑤ 消火作業困難な場合は、まず避難を優先する。 

⑥ 初期消火できず，壁や天井に延焼した場合，消火を中止し，消防署へ連絡し避難する。 

⑦ 社員は，状況を的確に判断し，消防隊が来場した場合，その指示を受ける。 

⑧ 緊急連絡網の更新をする。 

予防手順 ① 建屋内では、訪問者を含め、禁煙と定める。 

② 喫煙の場合は、建屋外の決められた場所で吸い，吸殻は容器に入れて消火する。 

③ 終業時，最終退社者は，火気，消灯，その他の電源遮断をし、施錠してから退社する。 

④ 建屋内へ消火器を設置し，管理（業者による定期点検実施）する。 

⑤ 火災発生の場合の防災組織を定め、避難経路を、日頃より従業員に周知しておく。 

 

項目 訓練結果 

想定内容 事務所からの出火 

訓練内容 出火したことを想定して、上記の対応策を確認し、その内容の適否を確認した。

同時に設置してある消火器の消火訓練を行った。 

訓練日時 ２０２３年９月１日 AM８：３０～９：００ 

実施場所 駐車場 

参加者 全社員 

訓練説明者 渡邉社長 

対応策の検証結果 対応策の手順に従って確認したが、特に問題はなかった。 

手順の改訂の必要性 改めて手順の策定や改訂の必要性はないと判断した。 

 

 

緊急事態訓練記録 
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［９］代表者による全体評価と見直し・指示 

 

(１) ヒアリングチェック・内部監査の結果・法令順守 

エコアクション２１の構築・運用状況は、おおむね良好である。 

当社では内部監査は実施していない。 

(２) 苦情を含む利害関係者からの重要な情報 

苦情を含む利害関係者からの重要な情報はない。 

(３) 組織の環境パフォーマンス 

環境への取組み状況は、パトロールチェック結果より良好と判断。 

(４) 環境目標の達成 

環境目標は全ての項目で達成となった。 

(５) 問題点の是正処置および予防処置の状況 

特に問題は発生していない。 

(６) 前回までの見直しの結果に対するフォローアップ 

フォローアップする事項はない。 

(７) 環境関連法規等を含む周囲の状況の変化 

法律の改定や周囲の状況変化はない。 

(８) 改善のための提案・その他 

環境目標の達成は、コストダウンや業務レベルの向上につながるため、意識を高く保ち、 

より一層の取り組み強化を行うこと。 

 

 

 評価日：２０２３年９月１２日 

株式会社 渡邉 SSJ 

代表取締役 渡邉 和彦 

   

 

 

 

【見直し事項の有無】 

項目 有無 コメント 

１．エコアクション２１文書類 無 次年度は規格や文書の更なる理解に取り組む。 

２．環境目標・計画 無 目標は達成されており、特に問題はない。 

３．環境経営計画 無 次年度以降も試行錯誤を図り効果的な施策を実施する 

４．組織体制 無 現段階では見直しをする必要はない。 

５．環境経営システム 無 各項目ともに良好に機能している。 

６．その他 無 特になし。 

 

 

【トップマネジメントによる確認・指示】 

環境目標の達成は、コストダウンや業務レベルの向上につながるため、全社員が一丸になって、 

より一層の努力をするよう指示した。 

 

 


